
ACCUでは、活動をサポートしてくださる
維持会員を募集しています。
ACCUは特定公益増進法人に指定されて
おり、ご寄附（維持会費）は税制上の優
遇措置の対象となります。

（年会費）  個人会員１口  10,000 円
  学生会員１口   5,000 円
  法人会員１口  50,000 円
お申し込み・お問い合わせは総務課まで
お願いいたします。
Eメール ： gene ra l@accu .o r . j p  
電話 ： 03-3269-4435 

維持会員へのお誘い

法人会員としてA C CUを支援しています !

“The Disloyal Friend”
  ©Rashin Kheyrieh（イラン）
  第16回野間国際絵本原画コンクール奨励賞

●  理事長室より
　今年11月末をもってユネスコ国内委員会委

員の任期（6年）を終えます。国内委員会の仕

事に関連して思い出すことは、ユネスコの２つ

の条約策定会議に参加したことです。一つは

無形文化財の保護に関する条約（2003年採

択）であり、もう一つは文化的表現の多様性の

保護及び促進に関する条約（文化多様性条約）

（2005年採択）です。パリでの会議というと

随分羨ましがられたものですが、代わってもら

えるなら是非ともそうしてもらいたいといつも

思っていました。それにはいくつかの理由があ

りますが、もっとも大きな理由は肉体的に極め

て過酷な任務だからです。大体、会議が始まっ

て2-3日たつと、この審議具合ではとても日程

通りには終われないことが明らかになってきま

す。専門家会合で30カ国以上、通常会議では

100カ国以上の代表が参加して、どの議題でも

口を挟むといった具合に展開していくわけです

から進むわけはありません。そこで限られた国

による作業部会が設置されて夜の会合が始ま

ります。日本は真面目ですから作業部会には、

必ず立候補して参加します。実はこれが大変で

土曜日も含めて本会議の終了後、毎晩6時半頃

から夕食もなく10時近くまでやるわけです。条

約案は一字一句をなおざりにはできませんか

ら緊張の連続です。ぼんやりしていると、意見

を異にする国々の提案が気づかないうちに通っ

てしまいます。最終日近くなると体力的な限界

を感じてきて、結果がどうなろうと早く終わって

くれればいいと思うようになります。そう思った

ところで敵に得点を許すことになってしまいま

す。さて、二つの条約はすでに発効しており、

本年8月現在、前者は114カ国、後者は99カ国

が批准しています。日本は残念ながら未だに文

化多様性条約に参加していません。国内委員

会の文化小委員会でも何人かの委員が数度に

わたり早急な批准を外務省に求めてきました

が、「関係方面と鋭意協議中」との回答を得て

います。今や条約実施のための作業指針も、大

枠日本抜きで決められてしまい、将来、不利に

なることが明らかになってきています。思い起こ

されるのは、1972年に採択された世界遺産条

約の批准が大変遅れたことにより被っている

不利益です。日本の批准は1992年で、現在14

件の遺産登録です。世界遺産委員会ではここ

数年各年の登録数を制限してきており、文化

遺産と自然遺産計2か所までを各国の推薦枠

としています。日本には有望な候補が多数ある

にもかかわらず長い行列を作らなくてはならな

い状況です。他方、フランスは75年に批准し、

現在33件の遺産（自然遺産も含めて）が登録

されており、イタリアは78年に参加し、44件の

登録。お隣の中国は85年の批准なのに39件が

登録されています。今のところ文化多様性条約

が文化関係の貿易と国家主権との関係などで

どのような展開になっていくのか見えてきませ

んが、それで待つというのは愚策です。わから

ないからこそ早く参加して枠組みを日本にとっ

て有利に作り上げることが必要です。私が歯痒

く思うのは上のような過酷な身体的体験があ

るからでもあります。 （了）

●  編集後記

　先日、休暇を利用して清里フォトアートミュー

ジアムを訪れた。そこで行われたイベントの中

で、写真家の久保田博二氏がアメリカ、北朝

鮮、東南アジアなど世界各地を訪れて撮影し

てきた写真を見せながら、当時を回想して語っ

た。久保田氏は、世界の歴史的瞬間や人々の生

活や表情の一瞬を捉え、写真を通して世界の

人々が歩んできた姿や問題を伝えていた。私は

どんなものを使って、次の世代に何を伝えてい

けるだろうか。　　　　　　　　　　　(ET)
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ACCUニュース

次号は……図書と教育に関する国際会議 などを紹介します。

ACCUカレンダー制作中断のお知らせ
野間国際絵本原画コンクールの受賞作品をご紹介
し、日本国内及び海外でも長い間ご好評をいた
だいておりましたACCUカレンダーは、予算の制
約などにより2010年版から制作を中断することに
なりました。長らくご愛顧いただきました皆様に
厚くお礼申し上げます。制作再開の折には、何卒
よろしくお願いいたします。

維持会員の皆様へ
ACCUは、12月8日から12日に図書と教育に関す
る国際会議を開催致します。つきましては、シン
ポジウムおよび関係者との交流会に維持会員の
皆様をご招待致します。

日時：  2009年12月10日(木) 
 シンポジウム13:45~、交流会18:00~
場所： ホテルメトロポリタンエドモント
 シンポジウム「悠久」、交流会「波光」
東京都千代田区飯田橋3-10-8    電話 03-3237-1111

参加お申し込みは、お名前、ご勤務先、ご住
所、当日連絡のつく電話番号をお書き添えの上、
03-3269-4510までFAXにてお送りください。

お知らせ


